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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築物の構造フレームと、
　前記構造フレームにより支えられ且つ前記構造フレームに対して実質的に整列される少
なくとも１つの窓あるいはドアと、
　断熱サンドウィッチパネルにより形成された外壁であって、前記外壁内の前記断熱サン
ドウィッチパネルが前記構造フレームに支えられるとともに前記構造フレームから外方に
オフセットされている、外壁と、を備え、
　それぞれの断熱サンドウィッチパネルは、２枚のスキン材と、そのスキン材の間に挟ま
れた連続した断熱層を有し、
　前記外壁は、前記断熱サンドウィッチパネル同士の間、及び、前記断熱サンドウィッチ
パネルと前記少なくとも１つの窓あるいはドアとの間の連接部あるいは空間に、断熱封止
手段を含み、それにより前記連続した断熱層と前記断熱封止手段によって形成される断熱
層が、前記外壁の中と前記少なくとも１つの窓あるいはドアの周囲で連続するように構成
され、
　前記構造フレームは、前記建築物が仕上げられたときに、前記建築物の内部の少なくと
も一部に露出されており、前記建築物の内部配線の少なくとも一部は、前記構造フレーム
の上及び／または内部に沿って、前記建築物の内部を横切る様に構成され、
　前記断熱サンドウィッチパネルのうちの少なくとも１つの断熱サンドウィッチパネルの
スキン材の１つの表面は金属であり、
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　前記建築物の他の断熱サンドウィッチパネルの端面に隣接する、断熱サンドウィッチパ
ネルのうちの少なくとも１つの断熱サンドウィッチパネルの金属表面の一部分は、少なく
とも１つの溝を有し、該少なくとも１つの溝は、前記断熱サンドウィッチパネルの前記一
部分に沿っての前記少なくとも１つの溝を横切る方向の熱伝達を遮り、
　前記他の断熱サンドウィッチパネルの端面は、前記金属に覆われていないことを特徴と
する建築物。
【請求項２】
　前記外壁は、連接部あるいは空間を通しての空気の流れを実質的に低減あるいは防止す
るように、断熱サンドウィッチパネル同士の間、あるいは、断熱サンドウィッチパネルと
前記少なくとも１つの窓あるいはドア、前記構造フレーム、床および屋根を含む建築物の
他の部品との間の連接部あるいは空間に、封止手段をさらに備えることを特徴とする請求
項１に記載の建築物。
【請求項３】
　前記構造フレームは事前に仕上げられていることを特徴とする請求項１に記載の建築物
。
【請求項４】
　前記断熱サンドウィッチパネルのうちの少なくとも１つは事前に仕上げられていること
を特徴とする請求項１に記載の建築物。
【請求項５】
　前記建築物を支持するための下張り床構造をさらに備え、
　前記構造フレームは、支持支柱と、梁と、根太と、厚板あるいは切り株状の足場を含む
前記下張り床構造への接続部とを含む複数のフレーム部材をさらに備え、
　実質的に前記構造フレームの全体が外部の環境から断熱され、前記断熱層の外部にある
前記構造フレームのどの部品あるいは１つ以上の支持接続部からも熱的に分離されるため
に、前記断熱サンドウィッチパネルあるいは前記断熱封止手段が前記１つ以上の支持接続
部を超えて延びるように、前記構造フレームは、前記１つ以上の支持接続部により前記下
張り床構造に接続され、前記断熱サンドウィッチパネルと前記断熱封止手段は、前記構造
フレームの外方に固定されることを特徴とする請求項１に記載の建築物。
【請求項６】
　前記構造フレームは実質的に金属から作られていることを特徴とする請求項１に記載の
建築物。
【請求項７】
　前記一部分は、２つのほぼ平行に隣接する溝を有することを特徴とする請求項１に記載
の建築物。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの溝は、前記断熱サンドウィッチパネルの縁から前記少なくとも１
つの断熱サンドウィッチパネルの内部が熱的に隔離されるように、実質的に前記少なくと
も１つの断熱サンドウィッチパネルの縁に平行に延びる通路を形成することを特徴とする
請求項１に記載の建築物。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの溝は、１ｍｍ～１２ｍｍの幅であることを特徴とする請求項１に
記載の建築物。
【請求項１０】
　前記一部分、あるいは前記一部分と前記建築物の他の断熱サンドウィッチパネルとの接
続部は、前記一部分あるいは前記接続部が補強されるように、支持材料を備えることを特
徴とする請求項１に記載の建築物。
【請求項１１】
　前記建築物の内部が実質的に気密で外部から断熱されていることを特徴とする請求項１
に記載の建築物。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　オーストラリアおよび全世界でますます緊急に発生している、維持可能で入手可能で素
早く建築できる、特に家屋などの建築物を探求する分野においては、組み立て式のサンド
ウィッチパネルが、占有可能な建築物の壁や屋根の部品として使われている。
【背景技術】
【０００２】
　サンドウィッチパネルは、２枚のスキン材と、そのスキン材の間に挟まれた通常は固い
発泡材からなる連続した断熱層を有する建築パネルである。それらのスキン材は、外壁用
に仕上げられているかもしれないし、防水性で外壁に適した前もって塗装された鉄あるい
は他の材料であるかもしれない。通常は、サンドウィッチパネルの両面は仕上げられてお
らず、片面あるいは両面に、被覆、裏打ち（それはさらなる組み立てを要するかもしれな
い）、しっくい塗り、表示、塗装などを要するであろう。
【０００３】
　サンドウィッチパネルは、建設の時間を節約でき、連続的な断熱を提供できるため、有
利である。これは、典型的に手作業による断熱材の取り付けを伴うフレームの起立、壁の
打ちつけ、内装、外装の貼り付けを必要とすることでより時間を消費する伝統的な建設方
法と対照的である。伝統的な断熱方法は、断熱が連続的でなく、フレームの部品の間に手
作業で配置される不連続な部分を有するため、不十分である。
【０００４】
　サンドウィッチパネルは、構造的であっても構造的でなくてもよい。構造的なサンドウ
ィッチパネルは構造的に自立であり、加えられる負荷に耐えることが出来るため、分離し
た構造的なフレームを必要としない。
【０００５】
　建設にサンドウィッチパネルを使用することの１つの問題点は、必要な配線や電気、イ
ンターネット、コンピュータ、ファクス、衛星テレビ、電話線のための電気的な導管、ワ
イヤ、ケーブル、ガス、可能性のある配管などを隠す必要があることである。これは、設
計、建設、修理、保全の面で、付加的なコストと時間を導く。これは、配線を隠す必要性
が、建築物をより複雑にし、短い期間及び長い期間にわたって潜在的に手ごろな価格にな
ることを損なうということである。
【０００６】
　構造的でないサンドウィッチパネルは、サポートするための構造的なフレームを必要と
し、一般的には、配線あるいはサービスを内蔵するための十分な強度を持っていない。構
造的でないパネル自身に配線のための空間を切り込むことは、断熱性能やパネルの完全性
に潜在的に影響するかもしれず、スキン材を傷つけ、粗雑で実際的でないであろう。その
ため、配線は、建築物の内側に面するパネルのスキン材の表面上に配置される必要があり
、隠すために例えばしっくいやペンキなどの内側層で覆われる。その内側層は、通常構造
的なフレーム（通常はその内側層をサポートするために余分なフレームを伴う）を必要と
する。その内側層は、また、どのような内部構造あるいはサポートフレームも伝統的な方
法で覆う、なぜならば、フレームは通常外部にさらされるようには設計されておらず、内
部構造をサポートするために必要とされる余分な、通常は粗雑な、打ちつけられた壁構造
のフレームを含むからである。
【０００７】
　余分なフレームの必要性を伴う余分な内側層は、建築のための余分なコストと時間を追
加する。これは、建設のコストと時間を節約するサンドウィッチパネルの狙いを損なう。
加えて、塗装されたしっくい仕上げは、建築物の寿命にわたって、塗り直しや保全のコス
トを必要とする。
【０００８】
　構造的なパネルでは、分離したフレームはなく、ワイヤは、パネルの中の予めカットさ
れた通路を通されなければならない、そうでなければ、配線を隠すためのしっくいのため
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の打ちつけられたサポートフレームを含む、たとえばしっくいやペンキなどの分離された
内側層が再び必要になる（それは構造的でないサンドウィッチパネルと同じ問題を引き起
こす）。配線がパネルを通して内部的に配置される一方、この方法は、建築中あるいは建
築後において最適ではない。
【０００９】
　ａ．連続的な断熱バリアは妥協される。
【００１０】
　ｂ．配線方法は、前もって注意深く設計されなければならない（設計時間とコストに自
由度がない）。
【００１１】
　ｃ．配線方法は、面倒で、特別な技術を必要とし、電気技術者による設置により時間を
要する。
【００１２】
　ｄ．配線は工場で予め組み込まれるか、あるいは現場でパネルが横たえられた状態で組
み込まれるなら、電気技術者にとって建設中に配線することは時間を費し、より高いもの
となる。
【００１３】
　ｅ．さらなる配線をパネルに追加することは不可能ではないが大変困難である。
【００１４】
　ｆ．建設後のどんな段階においても、配線が修理、補正、あるいは他の作業を必要とす
る場合、高いコストをかけて家の壁全体を取り除き、それによって家の要素をさらす必要
があるかも知れない。
【００１５】
　熱伝導性が高いあるいは断熱されていない材料が他の材料あるいは空間に接触すると熱
ブリッジが発生し、生成された最小の熱抵抗の道を通って熱が流れることを許す。これは
、典型的には、ギャップやフレーム部品が断熱材に亀裂を作り、望ましくない熱のロスや
ゲインが起こりえるブリッジを内部空間と外部の環境の間に形成するときにおこる。
【００１６】
　加えて、熱ブリッジは、断熱性能が悪く、凝縮とカビを引きつける接点を形成すること
により、建物の性能を低下させる。
【００１７】
　サンドウィッチパネルが建築に用いられる場合においては、熱ブリッジは、サンドウィ
ッチパネルがそのようなサンドウィッチパネルから形成される建築物の外形を内側から外
側に横切る鉄あるいは他の材料からなる表面を有するときに形成され得る。そのため、エ
ネルギー効率が求められる建築物のための表面が鉄のサンドウィッチパネルの使用につい
ては問題があり、サンドウィッチパネルは、建築物を建設する他の利点にもかかわらず、
その理由のために避けられるかもしれない。
【００１８】
　建築物の外形の部品が結合あるいは連結される場合において、それらはジョイントを形
成することができる。そのようなジョイントにおいては、建築物の外形における、それを
通じて空気や蒸気が通過するギャップの形成が生ずるかもしれない。空気と蒸気を通すギ
ャップは建築物の性能に対して有害である、なぜならば、それらは、空調された空気が建
築物の外形から逃げ、空調されていない空気が制御されない状態で建築物に入り、蒸気の
伝達が制御されない効率的でない建築物の外形を生成するからである。これは、もし空気
や蒸気が制御なしに建築物に入ったり出たりするならば、空気を空調しあるいは湿度を制
御するために使われるエネルギーが浪費されるので、非効率的である。
【００１９】
　もし、建築物が鉄あるいは何らかの他の固いあるいは密度の高い材料をフレームあるい
は建築物の外形に用いる場合、空気と蒸気の動きの問題は、非鉄材料あるいはより柔らか
い材料が用いられる場合よりも悪化され得る。なぜならば、かたい材料は接続することが
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難しく、鉄は周囲の大気の温度や湿度が変化するにつれて、変形し、あるいは伸縮するか
らである。
【００２０】
　気密で蒸気密な建築物の外形を提供する伝統的な方法は、気密なバリアを提供するため
に膜を用いる傾向があり、壁と床、壁と屋根、壁と壁、窓とドアの接続部などの重大な連
結部全体に、テープやブチルシールのような封止材を貼る。これらの方法は、典型的には
、パッシブハウス（国際パッシブハウス研究所標準で規定されるような）で用いられる。
そして、これらの材料は、気密性の材料の上への伝統的なしっくい壁の適用により視界か
ら隠される。気密性と蒸気密性のバリアを達成する方法は、視覚的に見え、乱雑であり、
建築物が住む人にとって視覚的に適切なものとならず、しっくいなどの余分な内部被覆に
より隠されることが必要となる。
【００２１】
　気密性で蒸気密な建築物外形を提供するこれらの方法は、鉄部材の接続には都合が悪い
、それは、充填剤、テープなどの膜は、金属やジョイントの温度や湿度の変動につれた伸
縮や変形に対応するには剛性がありすぎる。さらに、パネルのスキン材が気密性で防水性
の鉄あるいは他の材料である場合、膜やテープはその特性を十分に発揮できず、不必要に
面倒である。さらに、それらが膜やテープなしでは働かない場合は、しっくいのような材
料で覆われるか隠されることが可能である。
【００２２】
　いずれにしても、従来の建築物でも、膜やテープや充てん剤を用いる従来の気密性の方
法を用いて、気密性を達成することは典型的に困難である。従来の建築物での気密性を達
成する問題の一つの理由は、建築物の各層が複雑であり、建築物の外形の穴は、建設の過
程で、電気的あるいは配管のために用いられ続けることである。
【００２３】
　建築物の気密性は、建築物からの空気の漏れの比率を測定するように、「ブロワー・ド
ア・テスト」を用いてテストされる。従来の建築物では、サービスのための層が追加され
ながら、建設の過程で穴や空気ギャップが形成され得るため、３回まで「ブロワー・ドア
・テスト」が実行される必要があるかもしれない。それは、建築物は初期の過程で気密性
になるかもしれないが、建設過程が続いていくにつれて漏れやすくなるかもしれない。
【００２４】
　そのため、建築物において、鉄フレームの部品や金属のスキン材を用いたサンドウィッ
チパネルなどを含む金属部品を建築に用いることは、エネルギー効率のよい建築物の設計
と建築を考える場合、気密性に対して内在する問題のために、避けられるかもしれない。
【００２５】
　したがって、本発明の好適な実施形態においては、少なくとも一部は、上記で説明した
問題のいくつかを防ぎ、あるいは、代わりの解決方法を提供する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明の第１の側面によれば、建築物の構造フレームと、前記フレームにより支えられ
且つ前記フレームに対して実質的に整列される少なくとも１つの窓あるいはドアと、少な
くとも１つの断熱されたサンドウィッチパネルにより形成された外壁であって、前記外壁
内の前記パネルが前記フレームに支えられるとともに前記フレームから外方にオフセット
されている、外壁とを備え、前記フレームは仕上げられた前記建築物の内部の少なくとも
一部に露出されており、前記建築物の内部配線の少なくとも一部は、前記フレームの上及
び／または内部に沿って、前記建築物の内部を横切る。
【００２７】
　ガスや配管などの他のサービスは、また前記建築物の内部を横切るかもしれない。その
ため、配線やサービスを隠すための内部壁、あるいはしっくい及びペンキからなる層の使
用は必要とされない、それは時間と建設のための潜在的なコストを大きく低減させる。さ
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らに、建設後に配線あるいはサービスを修理あるいは補正することは、より簡単で、早く
、安い。
【００２８】
　好ましくは、実質的に連接部あるいは空間を通して熱が流れることを実質的に低減ある
いは除去できるように、外壁は、サンドウィッチパネル同士、あるいはサンドウィッチパ
ネルと窓、ドア、屋根、床、フレーム等の他の建築用部品との間の前記連接部あるいは前
記空間に封止手段を備えることができる。より好ましくは、連接部あるいは空間を通して
空気が流れることを実質的に低減あるいは除去できるように、外壁は、サンドウィッチパ
ネル同士、あるいはサンドウィッチパネルと窓、ドア、屋根、床、フレーム等の他の建築
用部品との間の前記連接部あるいは前記空間に封止手段を備えることができる。前記封止
手段は、断熱、防水、あるいは気密な部品であり得る。
【００２９】
　前記建築物は、サンドウィッチパネル同士、あるいはサンドウィッチパネルと窓、ドア
、屋根、床、フレーム等の他の建築用部品との間の連接部あるいは空間内に配置された、
サービスあるいは配線のための入り口点を備え得る。前記入り口点は、実質的に前記入り
口点を通した空気の流れを低減させるあるいは防止できるように、前記封止手段と前記連
接部あるいは空間との間に配置され得る。前記配線あるいはサービスは、前記入り口点か
らアクセス点へ、あるいはアクセス点からアクセス点へ、前記フレームの内部を横切るこ
とができ、前記アクセス点は前記建築物の内部に位置する。
【００３０】
　有利には、この建築物は、チューブあるいはパイプあるいは前記フレームの上あるいは
中のような通路あるいは導管の中に隠された安全な配線あるいは他のサービス、すなわち
、電気的導管、ワイヤ、電気あるいはインターネットあるいはコンピュータあるいはファ
クスあるいは衛星テレビあるいは電話のためのケーブル、ガスあるいは可能性のある配管
の内蔵を提供し、それにより、その建築物は、単純さと前記断熱パネルの断熱性を維持し
つつ、容易に、早く、潜在的に安価に設計され建設され得る。
【００３１】
　好適には、前記構造フレームは、予め仕上げられている。より好ましくは、少なくとも
１つの断熱サンドウィッチパネルは、予め仕上げられている。
【００３２】
　前記建築物は、前記建築物を支持するための下張り床構造と、支持支柱と、梁と、根太
と、厚板あるいは切り株状の足場を含む前記下張り床構造への接続部とを含む複数のフレ
ーム部材をさらに備える構造フレームと、複数の断熱サンドウィッチパネルと断熱材料と
をさらに備え、実質的に前記フレームの全体が外部の環境から断熱され、前記断熱層の外
部にある前記フレームのどの部品あるいは支持接続部からも熱的に分離されるために、断
熱サンドウィッチパネルあるいは断熱材料が前記支持連接部あるいは連接部を超えて延び
るように、前記フレームは、１つ以上の支持接続部により、前記下張り床構造に接続され
、複数の断熱サンドウィッチパネルと断熱材料は、前記フレームの外方に固定される。
【００３３】
　好ましくは、前記フレームの外部に露出される以外のどんな部分も、実質的に前記フレ
ームのその部分を通した熱の流れが低減あるいは除去されるように、追加の断熱材料が設
けられる。前記構造フレームは、実質的に金属から作られている。
【００３４】
　少なくとも１つのパネルの表面は金属から形成されてもよい。
【００３５】
　本発明の１つの例によれば、建築物の構造フレームと、前記フレームに固定され、支持
される少なくとも１つの断熱サンドウィッチパネルを有する外壁と、金属で形成された前
記少なくとも１つのパネルの表面とを備え、前記１つのパネルは前記フレームの外方に配
置されている建築物が提供される。
【００３６】
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　その金属で形成されている表面の一部は、前記建築物の他の部品に隣接でき、前記一部
は、少なくとも１つの溝が前記パネルの前記一部に沿っての前記少なくとも１つの溝を横
切る方向の熱伝導をさえぎるように、少なくとも１つの溝を有する。好ましくは、前記一
部は、２つの隣接する通常平行な溝を有する。これらの特徴は、また断熱サンドウィッチ
パネルを用いる建築物の建設の他の形態への適用可能性を有する。
【００３７】
　本発明の他の例によれば、建築物の構造フレームと、前記フレームに固定され、支持さ
れる少なくとも１つの断熱サンドウィッチパネルを有する外壁と、金属で形成される前記
少なくとも１つのパネルの表面であって、その表面の一部が、前記建築物の他の部品に隣
接する少なくとも１つのパネルの表面とを備え、前記一部が、少なくとも１つの溝を横切
る方向の前記パネルの前記一部に沿った熱的伝導をさえぎるように構成された前記少なく
とも１つの溝を有する。
【００３８】
　好適には、前記一部は２つの隣接する通常は平行な溝を有する。
【００３９】
　前記溝は、鉄あるいは金属の表面を有する断熱サンドウィッチパネルが断熱された建築
物の外形の内側から外側に壁あるいは屋根あるいは床を通って連続的に走り、熱ブリッジ
が形成され得る前記パネルの表面の一部に沿っての熱伝導をさえぎる溝を提供し、それに
より、そのようなさえぎりが、前記パネルの構造的強度の低下を最小限に抑えつつ、前記
パネルと他の部品の間のジョイントからの熱の入出を低減させる。
【００４０】
　好ましくは、前記少なくとも１つの溝は、前記断熱された建築物の外形の内部から外部
に走る前記金属を表面とするパネルのどこにでも配置される。前記少なくとも１つの溝は
、それが断熱サンドウィッチパネルのようなどの隣接する断熱層の中でも断熱材により覆
われるように、前記パネルの表面上に位置される。より好ましくは、前記少なくとも１つ
の溝は前記断熱された外形の内側表面と前記断熱された外形の外側表面の間に配置される
。したがって、前記少なくとも１つの溝は前記建築物の断熱された外形の内側に配置され
る。これは、断熱パネルの使用により潜在的に引き起こされるどんな熱ブリッジも最小に
するかあるいは防止して、表面が金属のサンドウィッチパネルの利点を最大限にし、断熱
されたサンドウィッチパネルの建築物に対する使用を許可することにより、よりエネルギ
ー効率のよい建築物の外形に帰結する。
【００４１】
　建築物の中の部品の熱伝達をモデル化し、さらに熱ブリッジの値を計算することが出来
るソフトウェアプログラムが利用可能である。それぞれ２～４ｍｍのオーダーの幅で、隣
接し、お互いに概略平行である２つの狭い溝が、建築物の内部と外部を接続するパネルの
内側面に配置されるようにモデル化されたとき、計算された熱ブリッジの値はゼロである
ということが驚きをもって発見された。言い換えれば、前記建築物の内部と外部で前記パ
ネルの表面を介した熱伝達はなかった。そのため、そのソフトウェアプログラムは、建築
物の内部と外部の間で、潜在的に熱ブリッジとしてふるまうことが出来るパネルの金属表
面の部分において２つの溝は非常に効果的に温度断裂を提供することを提案する。
【００４２】
　サンドウィッチパネルは、表面を金属とした時、もし金属のスキン材が除去されたなら
妥協できる構造的整合性を有する。そのため、金属の部分あるいは溝を除去することによ
り熱伝導を除去することは、パネルを弱くし潜在的に使用できないことに帰結でき、金属
を除去したパネルを強化するために余分な材料が必要となることに帰結する。金属表面を
有するサンドウィッチパネルにより生ずる熱ブリッジを除去することは、前記パネルの強
度を低下させたり妥協することなく達成することは困難である。
【００４３】
　好適には、少なくとも１つの溝のそれぞれは、幅が１ｍｍ～１２ｍｍである。前記パネ
ルの表面の部分が１つのみの溝を有する場合、その通路は８ｍｍ～１２ｍｍの幅を有する
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ことができる。
【００４４】
　前記一部が２つ以上の溝を有する場合、溝はより狭くなる。より好適には、溝のそれぞ
れあるいは少なくとも１つの溝は、１ｍｍ～５ｍｍの間であり、したがって溝は前記パネ
ルの整合性あるいは強度をわずかに妥協するだけとなるような幅であり、前記パネルの前
記一部と建築物の他の部品あるいは前記パネルの溝を形成された部分とのジョイントは、
強度の補強を必要としないかもしれない。あるいは、もし強度の補強が好ましい場合、さ
らなる温度ブリッジが生じない限りにおいてジョイントが強化されてもよい。前記パネル
ジョイントは、屋根と壁のジョイントの場合は、ひさし内の外部防水板を通るサポートを
提供することにより強化されるかもしれない、あるいは前記パネルの溝が形成された部分
は、ＰＶＣや金属パネルの接合に適した潜在的に強度のあるテープなどの断熱材料のひも
や細片を用いて前記パネルへの追加的なサポートを提供することにより強化されてもよい
。２つの狭い溝は、１つの大きい溝より前記パネルに対して侵襲的でなく、そのため、そ
のようなジョイントを強化することは容易かもしれない。
【００４５】
　好適な実施形態としては、溝の間の間隔は、２ｍｍ～４６ｍｍの範囲である。
【００４６】
　好ましくは、前記少なくとも１つのパネルは、配線が前記少なくとも１つのパネルに穴
をあけることなく建築物に進入できるように、前記フレームの外方に固定あるいは配置さ
れる。前記少なくとも１つのパネルの断熱および構造的特性は、前記少なくとも１つの断
熱サンドウィッチパネルが穴をあけられなければ保持される。建築物が、配線あるいはサ
ービスを内蔵することによって前記パネルの断熱特性が低下されていないそのようなパネ
ルにより形成された外壁を有する場合、それに対応して、外壁は高い断熱特性を保証され
る。さらに、前記パネルの表面は、仕上げられた壁の表面として保持されることができる
。
【００４７】
　前記建築物は、配線及び／またはサービスのための少なくとも１つの入り口点を含むこ
とができる。前記入り口点は、床を通して、あるいは外壁の外表面内に含まれることがで
きる。前記入り口点は、複数の断熱サンドウィッチパネル、前記フレームとパネル、前記
フレームと前記屋根の間、前記フレームと床の間、前記フレームと窓及び／またはドアの
間、支柱あるいは梁などのフレーム部品といった２つ以上の部品の間または角に形成され
たジョイントあるいは連接点の隣あるいは中であり得る。前記入り口点は、前記フレーム
、床あるいは屋根の中あるいは、２つ以上の部品の連結あるいは連接点の中あるいは隣に
形成された穴であり得る。
【００４８】
　好適には、前記少なくとも１つの窓あるいはドアは前記フレームに装着され、実質的に
前記フレームと整列される。
【００４９】
　前記外壁は、前記フレーム、窓及びドアから外方にオフセットされて配置され得る。窓
とドアを外壁からオフセットさせることは、外壁の断熱の平面が出来る限り窓と整列され
るべきであることを典型的に規定する国際パッシブハウス研究所の規程により通常は避け
られる構成である。実際、そのような構成は国際パッシブハウス標準に準拠しないように
考えられる。しかしながら、窓を建築物の外形からずらすあるいはオフセットさせること
は、テストの結果、国際パッシブハウス標準に準拠する構造であることが発見された。
【００５０】
　前記建築物の部品は、前記フレーム、窓、ドア、床、天井の少なくとも一部であり得る
。
【００５１】
　前記建築物は、また断熱サンドウィッチパネルから構成されるあるいは構成されない内
壁を含むかもしれない。
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【００５２】
　好ましくは、前記フレーム、連結部、エッジ部、及び非断熱材料の周囲には、複数の断
熱サンドウィッチパネルの間、パネルと窓の間、パネルとドアの間、さらに気候によって
は、床の下及び壁と床の間のギャップで断熱外壁が連続するように、断熱材が配置される
。
【００５３】
　連続的な断熱は、持続可能な特徴であり、それは、家屋あるいは建築物を外部の温度変
化から断熱し、暖房、冷房の要求あるいは負荷を低減させる。これは次々に、建築物の内
部温度の調節に使用されるエネルギーの量を削減し、公共的及び個人的な基本設備への投
資を通してのエネルギー使用のコスト、環境への悪影響、家の持ち主あるいは家または建
築物の暖房及び冷房の作業者へのコストを低減させる。最も厳格な断熱の標準を例として
あげると、パッシブハウス設計基準（それは、Worfgang Feist 博士に率いられる国際パ
ッシブハウス研究所により公布され、１９９０年にドイツのダルムシュタットの先駆的な
パッシブハウスとともに開始された）。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、それぞれの窓あるいはドアとそのそれぞれの開口部の間、空
気あるいは湿気が通過あるいは漏れる他の連接部に実質的に気密な連接部を形成するため
の封止構造が提供される。
【００５５】
　外壁は、それぞれの連接部、あるいは、サンドウィッチパネル同士の間の空間、サンド
ウィッチパネルと窓とフレームを含む他の要素との間の空間を覆う一つ以上の防水板ある
いは断熱された防水及び気密の部品を含むことが好ましく、サービスのための前記少なく
とも１つの入り口点は、前記連接部あるいは空間の一つに隣接して配置され、前記防水板
あるいはそのような気密の部材の後ろに配置されるかもしれない。
【００５６】
　有利には、前記建築物は、前記フレームが１つ以上の支持連接部により結合される土台
をさらに含み、外壁及び／または床が少なくとも部分的にそれらの間の前記連接部に沿っ
て、前記土台とともに封止される。
【００５７】
　前記土台は、その上に断熱材及び下張り床の表面が置かれる下張り床構造を含んでもよ
い。
【００５８】
　好ましくは、断熱されたサンドウィッチパネルは、どのような床の断熱材とも重なるよ
うに下に延長され、多層式の建築物の場合は、床を通過してどのような上層階からも下層
階へと続き、壁の中に連続的な断熱を提供する。前記パネルは、また前記土台の外部から
支持連結部の下の点まで伸びる。もし建築物が切り株状の足場の上にある場合は、前記床
の中あるいは下にあるどんな断熱材あるいは断熱パネルも、断熱された外形の内側の構造
と前記足場の間の熱ブリッジが最小限となるように、前記足場の上で連続的なライン状に
水平に走ることが好ましい。
【００５９】
　前記構造フレームは、支持支柱と梁をさらに有することができ、前記フレームのどんな
部分も建築物の外部に露出されず、熱ブリッジが防がれるか最小となるように、追加の断
熱材料が前記建築物の接続点に配置され得る。
【００６０】
　好ましくは、前記構造フレームは、下張り床構造に接続され、前記建築物の壁、屋根、
窓、及びドアに必要とされるどんな構造的なサポートや、風強度や他のサポートを提供す
る。さらに、断熱材料は、前記フレームが内部に露出可能であり、配線と他のサービルが
隠され得るという条件のもとに、前記フレームの全体と他のどんな潜在的な熱ブリッジも
外部の環境から断熱されるように、前記フレームや接続部や、エッジ部や非断熱材料の周
りに配置され得る。



(10) JP 6751389 B2 2020.9.2

10

20

30

40

50

【００６１】
　好ましくは、前記構造フレームは予め仕上げられたフレームである。前記予め仕上げら
れたフレームは、その予め仕上げられたフレームが、断熱されたサンドウィッチパネルの
内部になるように、少なくとも内面的に予め仕上げられた断熱サンドウィッチパネルで覆
われることができ、それによって建築物のための配線が、サンドウィッチパネル内の断熱
を阻害することなく、その内部の予め仕上げられたフレームを通ってあるいは隣接して通
過でき、フレームのどの部分も建築物の外部に露出されることなく、熱ブリッジが未然に
防がれるか最小にされるように、追加の断熱材料が建築物の連結部に提供され得る。
【００６２】
　有利には、サンドウィッチパネルの表面を通り越すどのような追加の断熱材料のほとん
どあるいはすべてが建築物の内部からは見えない。
【００６３】
　好ましくは、電灯を、フレーム、あるいはフレームに固定されたアームあるいは可動に
取り付けられたアーム、あるいはフレームに吊り掛けられたケーブルに取りつけることに
より、パネルに穴をあけることなく電灯が設置される。これは、断熱が連続的であること
を確実にし、また、電灯の取り付け具、電力導入点、スイッチの設置により空気の隙間が
出来ないことを確実にする。それはまた、中空壁やしっくいを必要とすることなく、電灯
や電力のための配線が設置されることを許容する。
【００６４】
　建築物の要素間および建築物の内部と外部の間の接続および隙間は、建築物へあるいは
建築物からの空気及び蒸気の出入りを防ぐために十分に封止されることが好ましい。
【００６５】
　空気あるいは蒸気が建築物からあるいは建築物内に漏れるような空気の隙間を構成ある
いは生成しそうな建築物の接続あるいはジョイントは、Compriband （登録商標）あるい
はHannoband （登録商標）などの、鉄、あるいは鉄とコンクリートなどの固い材料の接続
、あるいは窓のフレームや他の建築物の部品への接続に用いられるように設計された、柔
軟に伸縮する発泡体テープを用いて気密第一にされることができる。伸縮する発泡体テー
プの使用を必要とする連接部は、建築物の内部から外部に空気が漏れることが可能な連接
部であり、複数のパネルが９０度の角度で連結あるいは接続される部分、パネルが床ある
いは基礎に連結される部分、窓あるいはドアフレームが内部フレームあるいは床に接続さ
れる部分、パネルが内部フレームに接続される部分などを含む。
【００６６】
　膜及びテープは、気密を達成する最初の方法としては効果的ではない、なぜならば、建
築物の好適な実施形態の壁は、仕上げのためにしっくいの設置を必要としないからである
。膜及びテープは、それらをカバーするために、本発明の好適な実施形態が避けようとし
ている値段や時間の消費を伴うしっくいや他の形態の板張りあるいは仕上げの設置を必要
とするであろう。加えて、伝統的に気密のために使われるテープは、建築物の部品、特に
鉄の部品の動きに耐えられないであろう。
【００６７】
　追加の気密層として、ブチルシールあるいはコーキングなどのテープあるいは封止材も
、好ましくは建築物の住人あるいは外部から見えない部分に、適用することができる。テ
ープは伸縮可能な発泡体テープであることが好ましい。これは、断熱材及び防水板が窓あ
るいはドアの接続部あるいは壁の角などのジョイントの周りに設置される前に行われる。
もし必要なら、追加の封止材あるいはコーキングが、建築物のジョイント、例えば、パネ
ル間のジョイント、床と壁のの間のジョイント、窓とフレームの間のジョイント、あるい
はフレームと壁パネルの間のジョイントなどの外部あるいは内部に適用可能である。
【００６８】
　さらに、２つ以上の部品が建築物の角を構成している部分では、発泡体パネルあるいは
伸縮可能な発泡体の形態の断熱充填材が、角部を断熱し、気密層を提供するように、これ
らの部品の端部の間に伸びるように適用されてもよい。これらの部品は、壁、パネル、窓
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あるいはドアと同様に、支持支柱、梁、足場を含む構造フレーム、サブフレームあるいは
基礎の一部を含むことができる。追加のコーキング、封止、膜あるいは防水板が、追加の
気密性、及び／あるいは防水を加えるために適用可能である。
【００６９】
　換気装置が、新鮮な空気を提供し、気温を制御するために使われてもよく、もし建築物
が気密あるいは実質的に気密な場合には、必要とされるであろう。
【００７０】
　本発明のさらなる例では、建築物に用いられるサンドウィッチパネルが提供され、その
パネルは、金属で形成されその一部が前記建築物の他の部品と接するように構成された少
なくとも１つの表面を備え、前記一部が少なくとも１つの溝を有し、前記溝が前記パネル
の前記一部に沿っての前記溝を横切る方向の熱伝導を阻止するように構成されている。好
ましくは、前記一部は、ほぼ平行に隣り合った２つの溝を有する。
【００７１】
　窓及びドアの開口および日よけ対策の位置とサイズが、パッシブハウス計画パッケージ
（Passive House Planning Package (PHPP) ）計算ソフトの中のパッシブハウス研究計算
あるいは他の建築物理モデル化プログラムに従って設計されることは有利である。
【００７２】
　建築物の事前設計されたシステムが、気候、向き、サイズ、形状、あるいは他の関連す
る要因に柔軟に対応でき、建築物がパッシブハウスの原則に合致するように、建築物のパ
ネルの厚さ、窓のガラスの構造あるいは位置及びサイズなどの要素を変更することにより
建築物の設計を適合させるように、本発明のどの実施形態の建築物のためにも、ＰＨＰＰ
あるいは他の建築物理計算ソフトあるいはプログラムを、提案された建築物の性能をモデ
ル化するために用いることは有利である。
【００７３】
　断熱サンドウィッチパネルは好ましくは、非構造的である。非構造的なパネルは、多層
構造の建築物を容易に建設することを可能にし、それぞれのフロアレベルで潜在的に生じ
る熱ブリッジを防ぎつつ、壁の高さ方向に連続的な断熱を提供する。
【００７４】
　建築物の接続点は、様々なフレーム、パネル、窓、ドア、床、下張り床要素の間であり
得る。
【００７５】
　フレームは、好ましくは中空断面の鉄材から作られ、完成された建築物の内面に露出し
た状態にされてもよいように、有利には適切に仕上げられている。あるいは、フレームは
木材から作られてもよい。建築システムの好ましい実施形態は、熱ブリッジを未然に防ぐ
か防止し、これにより、連続的な断熱の高度な標準に合致し、有利には、その点でパッシ
ブハウスの要求に合致することができる。,
【００７６】
　配線は、梁の上あるいは下を走ることができ、あるいは、梁の中の通路あるいは導管を
通して配置されてもよい。導管は、ワイヤを内蔵するために梁の上あるいは下に配置され
得る。典型的には、少なくとも１つの梁は、人が前記少なくとも１つの梁の上を簡単には
見ることが出来ないように、人の頭の高さである。配線は、支持支柱の中の通路あるいは
導管を通して配置されてもよい。支持支柱は、好ましくは、一連の穴が予め形成されてお
り、配線は、電源、スイッチへの接続、コンピュータへの接続、電灯などへの接続のため
に、その穴から引き出される。穴は、配線が床を通して上方に導かれるように床の中に設
けられてもよい。配線は、潜在的に、支持支柱の開いた下端を通して上方に導かれる。フ
レームが組み立てられるとき、一連の穴は、配線の設置と引き出しのために決められた位
置に予めあけられていることが好ましい。梁及び支柱は、現場に搬入される前に塗装され
仕上げられるように、フレームの事前組み立ての時点で穴が予めあけられていることが好
ましいが、望みの位置で配線を引き出すために現場で容易に穴をあけることも出来る。
【００７７】
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　断熱パネルは、建築物を仕上げるために追加の層を必要としないように、好ましくは、
内面及び外面の両方が予め仕上げられている。外面は、好ましくは鉄で覆われ、典型的に
は、ペンキ及び／または、亜鉛／アルミニウム合金でコーティングされている。内面もま
た、好ましくは鉄で覆われ、典型的には、ペンキ及び／または、亜鉛／アルミニウム合金
でコーティングされている。内層と外層の間は、断熱材料であり、最も好ましくは、パネ
ルの幅、高さを横切って途切れず、連続的な断熱を提供する、独立気泡ポリイソシアヌレ
ートなどの堅い熱硬化性のプラスチック発泡体である。パネルは、フレームを建築物の内
部に完全に保持することにより、完全に熱ブリッジが最小になるか防がれるように、互い
に突き当てられる。フレームは有利には、壁パネルがどの床の断熱材とも重なり、床ある
いは下張り構造あるいは厚板の外部に位置することにより、連続的な断熱を形成するよう
にしつつ、床の下張り構造あるいは厚板の上に設置される。好ましくは、Foamglas （登
録商標）あるいはTarecpir （登録商標）などの高い圧縮強度を有する断熱材料が、フレ
ーム、特にフレームの支柱と下張り構造あるいは厚板との間に装着され得る。もし建築物
が切り株状の足場の上に位置する場合は、床の下張り構造は、その下にパネルあるいは、
もし床の断熱材が不要であるならば、床の断熱材の下の足場との最小の熱ブリッジ接続を
可能にしつつ、気密層が配置される根太から構成されてもよい。もし、根太が床の断熱材
の下に位置する場合は、Foamglas （登録商標）あるいはTarecpir （登録商標）などの断
熱材が根太と内部フレームの間に含まれるかもしれない。
【００７８】
　パネルは、好ましくは、フレームおよび建築物の内部全体を断熱し、どのような熱ブリ
ッジも防ぐように、床内のどの断熱材の最下位置をも通り越して下に延びる。
【００７９】
　内部フレームは、好ましくは、その内部に窓及び／またはドアが設置されるフレームを
生成し、窓及び／またはドアの支持を提供する。そのため、パネルが窓／ドア及び床の下
張り構造あるいは厚板の外部に配置されつつ、窓が、厚板の縁と整列されながら、床の上
に配置されるように、床の下張り構造あるいは厚板フレーム部材と整列されることは、有
利である。
【００８０】
　断熱パネルと接続部の周りの断熱材料は、建築物の開口部の間の窓／ドアの周りの連続
的な断熱層を提供する。
【００８１】
　多層構造の建築物に対して、建築物の全ての層を通り越す外部壁の連続的な断熱を提供
するために、パネルが配置される。
【００８２】
　断熱パネルは、また、好ましくは屋根に使用され、それが内部フレームの上部に配置さ
れることで、再びどんな熱ブリッジも防がれる。
【００８３】
　いくつかの実施形態によれば、オプションとして余分な層が内部的にあるいは外部的に
追加されることが可能である一方で、配線がフレームの内部および周囲に一体化されるの
で、全ての壁の上で、配線を隠すためにこれらの追加の層を用いる必要性は全くない。
【００８４】
　好ましくは断熱発泡体パネルあるいは伸縮発泡体の形式である追加の断熱層は、パネル
の縁、露出されたフレーム、建築物の外部角部、窓あるいはドアの縁の上のどんな隙間も
断熱するために用いられる。追加の防水板及び縁取りは、防水のため、建築物を仕上げ、
外見を良くするために用いられてもよい。この断熱、縁取り及び防水板は、窓／ドアの変
更あるいは保守のため、あるいは建築物の角部を通る配線の追加の改造のためのアクセス
のために、容易に移動され、取り外される。露出された領域は、その後、容易に再断熱さ
れ、防水板を再設置されることが可能である。
【００８５】
　いくつかの実施形態によれば、低い伝熱性の堅い断熱片あるいは材料が、熱ブリッジを
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除きつつ、外部日よけ装置及びフレームのための構造的支持を提供するために、窓フレー
ムあるいは構造フレームの外部に追加されてもよい。
【００８６】
　建築物の要素の間及び建築物の内部および外部の間の接続および隙間は、
建築物へのあるいは建築物からの空気及び蒸気の出入りを防ぐために十分に封止される。
好ましくは、建築物を封止するために用いられる材料は、建築物の内部から見えず、且つ
それを隠すためのしっくいあるいは他の材料を必要としない。
【００８７】
　１つの実施形態によれば、フレームの外部縁及び床あるいは下張り床の縁は、建築物の
内部を封止するために、柔軟性のある切片あるいはテープのような適切な材料で効果的に
覆われるか、あるいは柔軟性のある封止材が適用される。そのような材料のいくつかは、
パネルが設置される前に設置されてもよい。そのような材料のいくつかは、全ての潜在的
な空気及び蒸気の隙間が封止されるように、パネルが設置された後で、且つ窓及びドアが
設置される前後において設置されてもよい。
【００８８】
　より小さい建築物では、フレームは、好ましくは、より大きい建築物を作るために互い
に接続される一連のポッド（一区切り）あるいは一連のポッドフレームを備える。追加の
ポッドあるいは建築物の部品は、もし、もともとの建築物の拡張が望まれる場合には、後
の過程で追加され得る。
【００８９】
　それぞれのポッドは、廊下により分離され、断熱パネル、あるいは他の材料がポッドの
間の内部壁として用いられ、それにより廊下は、ポッドの間の音響的緩衝を提供する。
【００９０】
　有利には、全てのフレームシステムを横切って、設定された高さに位置決めされ得る内
部梁が存在する。この梁は、配線をまとめるために用いられることが望ましい。この梁は
、好ましくは、床レベルから２．４ｍ程度の高さである。あるいは、その梁は、床から２
．４ｍよりも低い高さであり得る。
【００９１】
　床のレベルから２．４ｍの高さの梁は、合板あるいはしっくいなどの室内の内張りパネ
ルの一般的な高さと一貫性があり、したがって、そのようなパネルを切る時間及び労働及
び無駄材を削減する。
【００９２】
　有利には、電灯システムは、パネルに穴をあけることなく、梁の内部、あるいは梁に沿
った、あるいは梁の上の配線に接続されてもよい。いくつかの実施形態によれば、電灯は
、梁の上あるいは下、あるいは梁に沿った、あるいは支柱に沿ったチューブラー電灯、梁
の中の穴あるいは梁の穴からつり下げられたケーブルに取り付けられるペンダントあるい
は吊り電灯、及び梁あるいは支柱に取り付けられた固定アームあるいは可動アームに装着
されたライトのどのような組み合わせも含む。
【００９３】
　いくつかの実施形態によれば、建築物のエネルギー効率を最大限にし、国際パッシブハ
ウス標準に適合させるように、気密性及び蒸気密のバリアが適用され、熱回収ユニットあ
るいは換気ユニットが設置される。
【００９４】
　いくつかの実施形態によれば、熱ブリッジを生成することなくパッシブハウス標準に適
合させるように、外部フレーム方法により、日よけが、暑い日の過熱を避けるか最小限に
するために提供される。
【００９５】
　建築物は、建築物の内部が実質的に気密で外部から断熱されたパッシブハウス建築物で
あり得る。
【００９６】
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　本発明がよりはっきり理解されるように、添付の図面を参照して、限定されない例をあ
げて、好適な実勢形態について説明する。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】図１は、本発明の好適な実施形態により構成される建築物の外観斜視図である。
【００９８】
【図２】図２は、フレームの上面斜視図である。
【００９９】
【図３】図３は、建設された建築物の角部の内部図である。
【０１００】
【図４】図４は、建築物を通しての側断面図である。
【０１０１】
【図５】図５は、建築物を通しての他の側断面図である。
【０１０２】
【図６Ａ】図６Ａ及び図６Ｂは、図４の枠Ａ内の壁と屋根のジョイントの側断面図であり
、図６Ｂは、断熱発泡体テープを含む図である。
【図６Ｂ】図６Ａ及び図６Ｂは、図４の枠Ａ内の壁と屋根のジョイントの側断面図であり
、図６Ｂは、断熱発泡体テープを含む図である。
【０１０３】
【図７】図７は、図４の枠Ｂの窓の側断面図である。
【０１０４】
【図８Ａ】図８Ａは、図５の枠Ｃの窓の側断面図である。
【０１０５】
【図８Ｂ】図８Ｂは、断熱発泡体テープの適用を含む、壁パネルと厚板の間のジョイント
の側断面図である。
【０１０６】
【図９Ａ】図９Ａ及び図９Ｂは、建築物の角部の上面断面図であり、図９Ｂは、断熱発泡
体テープの適用を含んでいる。
【図９Ｂ】図９Ａ及び図９Ｂは、建築物の角部の上面断面図であり、図９Ｂは、断熱発泡
体テープの適用を含んでいる。
【０１０７】
【図１０Ａ】図１０Ａは、図５の枠Ｄの、窓の上部の側断面図である。
【０１０８】
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、パネルと梁と窓の間の接続の断面図である。
【０１０９】
【図１１】図１１は、１つの実施形態における配線を有するフレームの前面図である。
【０１１０】
【図１２】図１２は、他の実施形態における配線を有するフレームの前面図である。
【０１１１】
【図１３】図１３は、さらなる好適な実施形態における配線を有するフレームの前面図で
ある。
【０１１２】
【図１４】図１４は、本発明の好適な実施形態によるポッドフレームを用いて建設された
建築物の平面図である。
【０１１３】
【図１５】図１５は、さらなる実施形態による電気配線と電灯を含む建築物の角部の内部
図である。
【０１１４】
【図１６】図１６は、他の実施形態による窓の側部の上面断面図である。
【０１１５】
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【図１７】図１７は、他の実施形態による建築物の角部の上面断面図である。
【０１１６】
【図１８Ａ】図１８Ａは、他の実施形態による窓の上部の側断面図である。
【図１８Ｂ】図１８Ｂは、他の実施形態による窓の上部の側断面図である。
【０１１７】
【図１９】図１９は、熱ブリッジを防ぐための壁パネル内の溝を示す、壁内の断熱サンド
ウィッチパネルと屋根のジョイント、壁と床のジョイントの間のジョイントの側断面図で
ある。
【０１１８】
【図２０】図２０は、熱ブリッジを防ぐための屋根パネル内の溝を示す、屋根パネルが壁
パネルと突き当たる部分の分解図である。
【０１１９】
【図２１】図２１は、熱ブリッジを防ぐための壁パネル内の溝を示す、壁パネルが床パネ
ルと突き当たる部分の分解図である。
【図２２】図２２は、代替えの足場の配置を示す、建築物の角部の側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０１２０】
　図１～図１８Ｂによれば、本発明の好適な実施形態の図が提供される。建築物１０の外
観図が図１に示されている。建築物１０は、コンクリートの厚板１２などの基礎あるいは
下張り床構造により構成されており、それは建築物１０の内部寸法に適合している。フレ
ーム１８の支持支柱１６は、例えば、ボルト、不図示のサブプレートへの溶接により下張
り床に位置付けられており、下張り床に対する接続のための基礎を含む。フレーム１８は
、その場で、支柱及び梁を接続するかあるいは、支持支柱１６と梁２２，２４を含む予め
組み立てられた部分フレーム２０（図１１、１２、１３参照）のつながりを用いることに
より組み立てられる。予め組み立てられたフレームが起立されるとき、垂直フレーム部分
２０は、厚板１２の上に取り付けられ、厚板の縁２８に位置決めされ、支持連接部２９を
生成する。
【０１２１】
　建築物１０は、連続可能なポッド（１区分）３０を生成するために、標準的なフレーム
部分２０を含む。図２及び図１４に示されるように、建築物１０は、それぞれ廊下３２で
隔てられた３つのポッドから建設される。いったん、垂直フレーム部分２０が位置決めさ
れると、内部屋根梁３４あるいは、予め組み立てられた屋根フレーム部分２０は、垂直フ
レーム部分２０の間に接続される。垂直フレーム部分２０は、ドア及び／または窓のため
の開口１９を含む。
【０１２２】
　フレーム１８は、断熱されたサンドウィッチパネル３６により外的に覆われる。パネル
３６は、フレーム１８の外面を覆い、建築物の外形を生成する。パネル３６は、連接部２
９を超えて、支持支柱１６の基礎１７よりも下方に延びている。図４、図５、図８Ａに示
すように、パネル３６の下端部３７は、床６８の下の断熱材６７を超えて下に下がり、厚
板１２に接続され、厚板１２の露出された部分の一部または全部を覆う。建築物の外形は
、図８Ｂに示されるように、壁パネル３６が床材６８あるいは基礎厚板１２に当たる、床
材６８あるいは基礎厚板１２の周囲の部分に断熱発泡テープ７８を配置しながら、床６８
あるいは基礎厚板１２により封止される。
【０１２３】
　断熱されたサンドウィッチパネル３６は、壁の一部を形成し、下部においてコンクリー
ト厚板の縁２８あるいは床材６８に固定される。床材６８は、第２の厚板あるいは他の床
材料を含み得る。この結合部分において、断熱発泡テープ７８は、サンドウィッチパネル
３６と厚板の縁２８あるいは床材６８との間の隙間を満たすように適用され、サンドウィ
ッチパネル３６の動きを吸収するために柔軟性のある気密あるいは蒸気密なバリアを提供
する。これは、図８Ｂにも示されている。
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【０１２４】
　フレーム１８は、図３に示されるように、建築物１０の内面に露出され得るように、予
め仕上げられている。フレーム１８は、鉄の中空部分からできており、事前に溶接され、
穴５２が開けられ、工場であらかじめ塗装され、あるいは現場でパネル３６の装着の前に
塗装される。あるいは、フレームは、木材からも製造され得る。断熱されたパネル３６は
、完成した建築物について仕上げあるいは被覆を必要としないように、内的あるいは外的
に仕上げられているが、ユーザの意図により、その上に被覆がされるかもしれない。パネ
ル３６の外表面４０は、典型的には、鉄で覆われ、ペンキ、エナメル、亜鉛／アルミニウ
ム合金を塗装され、あるいは他の防水仕上げを施されるかもしれない。そして、内面４２
は、好ましくは、鉄で覆われ、それはまた予め塗装され、あるいは他の仕上げがされても
よい。外面及び内面４０，４２は、サンドウィッチパネルの場合は典型的に、ポリイソシ
アヌレート（ＰＩＲ）の独立気泡のような硬い熱硬化性プラスチック発泡体からなる断熱
材の層４４により隔てられている。断熱材４４の厚みは、５０ｍｍ～１００ｍｍの間であ
るが、必要とされる断熱性能及び建築物の立地の気候に応じてより厚くすることもできる
。
【０１２５】
　どのフレーム１８も、鉄のような熱伝導性の材料の可能性を考えると、完全に内包され
なければならない、なぜなら、このフレームは、熱ブリッジを防止し建築物の外形の熱的
性能を向上させる連続的な外部断熱層を保持するからである。また、このような方法で熱
ブリッジを除去あるいは最少にすることは、パッシブハウス標準に準拠するより熱効率の
良い建築物の建設を可能にし、それにより、従来の暖房及び冷房システムを最小限あるい
は全廃するように建築物の熱的性能を見積もることが可能となる。
【０１２６】
　断熱サンドウィッチパネル３５，３６は、内的あるいは外的にオプションとして余分な
層を追加してもよいが、より扱いにくく、複雑で、値段の高い従来のパネル配線システム
を用いることなく、内的に（あるいは予め仕上げられた外部壁の場合は、外的に）必要と
される余分な層を用いることなく、完全に仕上げられた壁及び屋根を建設するために使用
される。
【０１２７】
　フレーム１８は、配置されかつ隠されるべき配線４６（例えば、電気的導管、ワイヤ、
インターネットあるいはコンピュータあるいは衛星テレビ、あるいは電話線のためのケー
ブル）などのサービスに対する許容を提供する。建築物１０のための配線４６は、パネル
の中の断熱材４４と干渉することなく、内部フレーム１８を通してあるいは隣接して導か
れる。梁２２，２４は、配線４６が通路４８（図１２参照）を内部的に通って走るか、梁
２２，２４の上に配置される（図１１、１３、１５参照）ことを許容する。参照符号ａ，
ｂ，ｄ，ｅ，ｆは、梁と支持支柱に穴５２が設けられている場所を示している。美的な理
由から、梁がある程度の高さより上に位置される場合、ワイヤが視覚的に見えにくいよう
に配線４６は梁の上に配置される。配線４６は、配線４６を束ねるために、不図示の導管
あるいは通路に収容され得る。内部フレーム１８は、連続的な配線４６を隠し、部屋ある
いはポッドの周囲の周りに配置することを許容する。
【０１２８】
　少なくとも支持支柱１６は、配線４６が支柱１６の内部を通れるように、垂直通路５０
を含み、中空な断面の支柱である。配線４６は、穴５２から引き出されるか、あるいは、
支柱と梁が中空でない場合は、可能で、適切で、潜在的に標準で、電源及びスイッチ５４
、コンピュータ接続、電灯などの場所に予め切り込まれた通路を通して引き出される。穴
５２は、電灯７４，７５が梁２４の下側、あるいは連結梁３４の中に取り付けられるよう
に、梁２４の下面に設けられる（図１３参照）。
【０１２９】
　主要な断熱パネルの壁３６を邪魔しないように、支持支柱１６が中空である部分を含ん
だ床（厚板あるいはフレーム状の床）の貫通穴を通して配線４６を配置することが可能で
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ある。支持支柱１６が中空でない場所では、ワイヤは支柱に切り込まれるか、あるいは支
持支柱に取り付けられた膜片に形成された不図示の垂直通路を介して配置され得る。
【０１３０】
　配線４６は、例えば建築物の角、窓枠の周囲などの建築物の外形の外部表面に含まれる
入り口点を通して、主要な断熱パネル壁３６を邪魔することなく、建築物１０内に導くこ
とができる。建築物は、断熱パネル３６を角及び窓フレームの周囲に対して短く止め、そ
れにより、断熱パネル３６は素早く装着されることができ、角は、配線４６が支持支柱１
６の裏側に配置されつつ（図７、９Ａ参照）、支持支柱１６内の貫通穴あるいは通路を通
って配置されるかまたは建築物１０の内部４３に導かれるように露出された状態に残され
る。これはまた、断熱パネル壁３６が邪魔されることなく、改造あるいは変更を容易にす
る。その後、防水板６２が配線４６とパネル３６の間とすべての入り口点を覆うように配
置される。
【０１３１】
　固定具７０が、図６Ａ、６Ｂ、７、９Ａ、９Ｂ、１０Ａ、１０Ｂ、１６、１７、１８Ａ
、１８Ｂに示されている。固定具７０の頭は、建築物４１の外部に露出されておらず、断
熱層（不図示）を形成するようにカバーされている。図９Ａと図９Ｂは、パネルの端部５
６が支持支柱１６のそれぞれの面に対して位置決めされ、固定具７０がパネル３６を支柱
１６に固定していることを示している。そして、角部は、熱ブリッジを避けるように断熱
充填材料６０で覆われる。充填材料６０は、硬いＰＩＲの発泡体かあるいはポリウレタン
発泡体かあるいはこれらの組み合わせである。そして、防水板６２が、角部を防水し、仕
上げるために充填材料６０の上に配置される。配線４６は、支柱１６の外側に沿って配置
されることができ、穴５２を上記のように封止しつつ、開口あるいは穴５２を通してフレ
ーム１８内に挿入されることができる。防水板６２と充填材料６０は、充填材料６０を取
り換え、その後防水板６２を再装着することにより、配置されるべき追加の配線の装着を
許容できるように取り外し可能である。
【０１３２】
　図１、６Ｂ、９Ｂ、１０Ｂ、１８Ｂは、建築物の部品が伸縮した時に、その成分が柔軟
であることにより、気密及び蒸気密を維持する断熱発泡体テープ７８を用いた気密で蒸気
密なジョイントを示している。床６８あるいは厚板１２の場合、断熱発泡体テープ７８は
、防水バリアも提供する。
【０１３３】
　配線４６は、相対的にほとんど事前計画を必要としない。配線４６は、電気技術者によ
って、フレーム１８に一旦配置され、パネル３６が所定の位置に取り付けられる。これは
、パネル３６の内部あるいは中に配線４６を通す時に必要とされる、パネル３６が装着さ
れるにつれて配線を設置していく方法より時間的に効率的である。
【０１３４】
　中空あるいは通路が切り込まれ、予め開けられた穴を有する露出された内部フレームを
、壁や床のための予め仕上げられたサンドウィッチパネル３６とともに用いることは、建
築物１０の多くの建築をより単純にかつ未熟な作業を身近にし、熟練作業や他の仕事、取
引及び材料の使用を最小化し、時間を節約する。
【０１３５】
　したがって、配線４６を収容するためのどんな余分な努力の必要性も軽減あるいは除く
ために、内部フレーム１８は、事前設計され、事前組立される。配線４６は、フレーム１
８を通過してあるいは後ろにあるいは上に配置され、建設者あるいは所有者が望むどんな
場所でも引き出され、これは、どんな時でも、自由度のある補正、変更、追加を容易にす
る。
【０１３６】
　さらに、配線４６を強いフレーム１８の内側に配置し、あるいは頭の高さの構造梁３４
の上に配置することは、配線４６が保護されるので、保守の面で継続的な経済性を支持す
ることができる。配線４６が、パネル３６を邪魔することなく、角部及び窓の縁に配置さ
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れるので、継続する保守、修理、あるいはリフォームも、パネル３６を取り外したり、傷
つけることなく、容易となる。これは、配線をしっくい壁の裏側に配置する方法とは対照
的である、なぜならば、しっくいが劣化したり壊れることは、配線がむき出しになり、安
全性と保守性の問題の悪化を導く。これは特に、遠隔地で厳しい気候において特に問題と
なる。加えて、しっくい壁の裏に配置された配線の改造は、しっくいの追加と壁を修理す
るための塗装にコスト的な追加を要する。さらに、この方法は、容易に交換することがで
きず、あるいはパネルを除去したり傷つけたりしなければならない、構造パネル内に事前
に配線を設置しておくシステムを用いる場合とも対照的である。
【０１３７】
　これは、その様な高性能な外形を有する建築物が、殻としてではなく完全な建築物とし
て、非常に早くかつ潜在的に手ごろな価格で建設できることを意味する。同時に、その建
築物は、内的あるいは外的な建築物の層構造に無限の変化を許す。もし、しっくい、ある
いは他の伝統的あるいは一般的な仕上げを希望するなら、それらをいつでも追加すること
ができる。
【０１３８】
　屋根は、図６Ａ、６Ｂに示されるように、断熱パネル３５から建築されている。パネル
３５は、梁２２と連結梁３４に支持されてフレーム１８の頂上に配置され、充填剤６０が
すべてのギャップを封止し、防水板６２が防水と仕上げを提供している。断熱伸縮発泡体
テープ７８を用いることは、気密で蒸気密なバリアを生成する。
【０１３９】
　断熱屋根パネル３５と断熱壁パネル３６の間のジョイントにおいて、断熱発泡体テープ
７８が、屋根パネル３５のサンドウィッチパネルの端部とサンドウィッチパネルの端部５
６との間のギャップを埋めるように適用されている。断熱性で伸縮性の発泡体テープ７８
は、サンドウィッチパネルの端部５６を横切って全体に、あるいは一方の端または両方の
端に、気密と蒸気密のバリアを提供するために適用される。
【０１４０】
　硬い断熱ブロックなどの追加の断熱材量も、鉄の支柱と、基礎あるいは下張り床構造と
のジョイント部分に配置されることが可能である。
【０１４１】
　内部フレーム１８は、構造的、風強度、無構造サポートの３つの側面を含んでいる。支
持支柱１６は、窓とドアを支持し、十分な風強度を提供することに適している。
【０１４２】
　窓６４，６５とドア６６は、図８Ａに示されるように、厚板１２の上に置かれ、支持支
柱１６の間に位置し、厚板１２の縁２８に位置合わせされ、床６８に関連付けられている
。窓６４，６５は、建築物の外面から後退している。パネル３６は、厚板の縁２８の外側
に配置され、フレーム１８、窓６４、ドア６６から外側にオフセットされ、建築物１０の
外側に連続的な断熱と連続的に仕上げられた外表面４０とを有する多層式の建築物を促進
する。
【０１４３】
　窓フレーム６４は、断熱材量から形成されるか、あるいは断熱設計である。窓ガラス６
５は、高い断熱性能（あるいは、低い「Ｕ」値）を提供し、窓６４，６５を介してのいか
なる熱ブリッジも除去するように、ガラスと、ガラスとガラスの間のギャップとを有する
二重あるいは三重ガラスである。建築物１０の角については、窓の開口部において、パネ
ル３６の端部５６は、断熱構造（不図示）を提供するように順番に覆われた固定具７０に
より、支持支柱１６に固定される。そして、断熱充填剤６０が、パネル３６の端部５６と
窓フレーム６４の間に延びる、必要に応じてポリウレタン発泡体が混ぜられた硬いＰＩＲ
発泡体として提供され、それぞれのドア／窓６４，６５，６６と開口１９の間の実質的な
気密性連接部を形成する封止構造を提供する。これは、どのような熱ブリッジも排除して
内部フレーム１８を完全に内蔵する。
【０１４４】
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　窓６４の基礎部（図８Ａ参照）では、窓フレーム６４から窓６４の下に厚板の端部２８
に隣接して配置されたパネル３６に向かって延びる追加の充填材料６０と防水板６２が提
供される。窓６４，６５の全長が、床６８から上の梁２４まで延びていることが、図８Ａ
、１０Ａ、１０Ｂからわかる。パネル３６は、窓６４，６５の下と上に建築物の外形を連
続させるように伸びる。
【０１４５】
　図７、８Ａ、１０Ａ、１０Ｂ、１６、１８Ａに示されるように、窓６４，６５は、フレ
ーム１８と整列されて提供され、パネル３６から形成される建築物の外形の平面からオフ
セットされている。そのような構成は、外壁の断熱の平面が出来る限り窓と整列されるべ
きであることを典型的に規定する国際パッシブハウス研究所の規定に準拠しないとして、
通常は避けられる構成である。しかしながら、図７、８Ａ、１０Ａ、１０Ｂ、１６、１８
Ａの実施形態に例示されるように、窓を建築物の外形からずらすあるいはオフセットさせ
ることは、テストの結果、国際パッシブハウス標準に準拠する構造であることが発見され
た。
【０１４６】
　外部ローラシャッタ、両開きシャッタ、あるいはブラインド７２（図１参照）、及び／
あるいは、固定された覆い、あるいは日よけ（不図示）は、暑い日に日陰を提供し、ある
種の気候におけるある種の壁において、パッシブハウスに準拠する本質的な部品であるか
もしれず、窓フレーム６４あるいはパネル３６の外表面に固定されることができ、あるい
は別に建設され、建築物（不図示）の内部９０には接続されない外部フレームにより装着
されるかもしれない。
【０１４７】
　かたい断熱材料７７が、熱ブリッジを最小にするか避けつつ（図７、８Ａ、１０Ａ参照
）、日よけ装置あるいは他の外部フレームのための構造的サポートを提供するように、窓
フレームあるいは構造フレームに取りつけられる。
【０１４８】
　オーストラリアに適した設計の「パッシブ・ソーラー」とは対照的に、（ここでは、大
きい窓を可能な限り北に向ける）、この建築物は、太陽への向きに依存しないパッシブハ
ウス研究所の原則に従う。それは、太陽光の使用を通した自然な熱の獲得のための熱量（
通常はコンクリートの厚板で提供される）に依存しない。再び、これは、建築物を、その
地域が本来的に北向きに適していない地域（つまり、景色や隣の家や窓が他の方向に向く
ことを決定づけるかもしれない）の多くの人たちにとってより身近なものになる。重要な
ことに、この建築物は、最適な熱的建築物の性能を許可し、もし望むなら、測定可能な国
際的に指導的な性能標準であるパッシブハウス標準に準拠することができる。
【０１４９】
　また、建築物の寿命の間の配線の交換及び修理の場合のアクセス性と同様に、配線の継
続的な保守および電気およびデータケーブルの保護は、建築物の継続的な寿命において考
えられ、経済性を確実にしなければならない。それは、配線がサンドウィッチパネルに内
蔵される場合には、継続的な保守は難しく、コストがかかるであろう。
【０１５０】
　角部と窓の縁の断熱は、最小の厚みとＲ値の連続的な断熱を含み、国際パッシブハウス
標準に準拠することが期待されるように、熱ブリッジを最小にするか避けるように適用さ
れる。角部及び窓及びドア接続部の断熱は、パネル３６をたがいにつき合わせ（図１７参
照）、あるいは構造的フレーム部材、窓あるいはドアフレーム要素（図１６、１８Ａ、１
８Ｂ参照）を通り過ぎてパネルを連続させ、あるいは固定パネル３６をその事前組み立て
された端部５６であるいはその隣で構造フレーム１８に固定し、防水板６２を取り付ける
前に絶縁外形の残りを断熱発泡体６０及び／または構造断熱片で満たす（図７、９Ａ、９
Ｂ、１０Ａ,１０Ｂ参照）ことにより達成される。
【０１５１】
　建築物１０を、この建築物の一部としての機械的な換気ユニットとともに、気密な建築
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物の外形とともに、事実上気密で蒸気密に封止することは、また、パッシブハウス標準の
ようなエネルギー効率標準に準拠させることになる。これは、高度な断熱標準に合致する
ように事前設計された建築物１０に、消費者を繰り返しアクセスさせる。
【０１５２】
　建築物１０は、標準サイズで施工及び設計が単純化されるような形状にされたポッド（
一区分）の建築を含むことができる。この方法により、人々は、余分な再設計あるいは施
工を必要とすることなく、１ポッド（一区分）、あるいは６ポッド（６区分）、あるいは
１０ポッド（１０区分）などの設計を購入することができる。各区分は、緩衝領域となる
廊下により隔てられている。図１４参照。
【０１５３】
　上述したように部分的に事前設計された建築物１０は、ビルディングの範囲まで適用あ
るいは適合され、これにより設計の時間とコストを節約できる。建築物１０は、ここで説
明されたような特にフレーム、パネル、ドア、窓、配線を用いる多層式の建築物であり得
る。
【０１５４】
　建築物１０は、より小さい居住用の建物、典型的に単一の住居あるいは１グループ以上
の住人の集団用の建物、そして典型的に三階建てまで、対応及び適用可能である。
【０１５５】
　建築物１０は、快適な室温と新鮮な空気を持つ効率的で少ないエネルギー消費の家に特
に恩恵を受ける、高価な家を買う余裕のないグループあるいは家族、あるいは年寄りや病
気の人の住まいのために適用することができる。
【０１５６】
　設計と建築のコストは、事前設計された構造フレームを連結することにより削減される
。ポッド（一区分）を用いた建築物は、もともとの建物の建築の後に容易に追加すること
を可能とする。それは、流動的な家族や共同体の生活配置に対して、異なるゾーンを可能
とする。ポッド（一区分）３０におけるフレーム１８の間のサンドウィッチパネル３６あ
るいは他の壁システムを追加した廊下３２は、潜在的に音響的緩衝を改善する。図１４参
照。
【０１５７】
　内装の装備を助けるために、内部梁２４の少なくとも１つは、床のレベルから２．４ｍ
に設定される。これは、家の持ち主の裁量とその予算に応じて、しばしば２．４ｍの長さ
である裏打ち板（例えば合板、しっくい、その他）、あるいは壁紙、カーテンレール、ピ
クチャーレール、壁掛け式の食器棚／棚、を取り付けることを潜在的に可能にする。
【０１５８】
　建築物１０に対する他の追加は、内部フレーム１８内に２．４ｍ程度の高さの分離され
た内部天井を有する内部ポッド（区分）を備えるオプションである。これは、配置される
べきサービスを、内部ポッドの２．４ｍの天井と、ある実施形態では、典型的に２．８ｍ
から３．３ｍ程度の間である建築物の天井との間の空間に走らせ、あるいは横たえ、ある
いは位置決めすることを可能とする。
【０１５９】
　電灯及び電灯システム７３，７４，７５は、電灯を、固定的あるいは可動的にフレーム
１８あるいはフレーム１８に取り付けられたアーム７６に取り付けるか、あるいはフレー
ム１８に引っかけられたケーブルにあるいはフレーム１８の穴５２に取り付けられること
により設置される。電灯類は、固定あるいは可動のアーム７６あるいはフレーム１８内の
穴５２に吊られたケーブルあるいはワイヤを有する接続可能なチューブライト７３、固定
ライト７４及びペンダントあるいは吊り掛け式ライト７５を含む（図１５参照）。
【０１６０】
　気密で蒸気密なバリアは、断熱層４４の中あるいは近傍の連接部及び結合部に提供され
る。断熱発泡体テープ７８は、図３に示されるように、壁と屋根の間のジョイントを含む
様々なジョイントの中、壁パネルの内表面あるいは壁パネルの外表面あるいはその両方の
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上面及び断熱層４４の内部に適用される。
【０１６１】
　壁パネル４２の内面上のサンドウィッチパネル３６の間の、それらがフレーム１８内の
支持支柱１６とともに結合される部分では、断熱発泡体テープ７８が図９Ｂに示されるよ
うに気密で蒸気密なバリアを提供するために適用される。
【０１６２】
　図１０Ｂ及び１８Ｂに示されるように、壁パネル４２の内面上のサンドウィッチパネル
３６の間の、それらがフレーム１８とともに結合される部分では、支持支柱１６あるいは
梁２４とパネルの外面内の開口が、支持支柱１６あるいは梁２４に取り付けられるべきド
アあるいは窓のために必要とされ、断熱発泡体テープ７８が、サンドウィッチパネル３６
と、フレーム１８あるいは支柱１６あるいは梁２４との間に、気密で蒸気密なバリアを提
供するために適用される。
【０１６３】
　窓あるいはドアがフレーム１８の支持支柱１６あるいは梁２４に接続されている部分で
は、断熱発泡体テープ７８は、図１０Ｂ及び図１８Ｂに示されるように、窓あるいはドア
とフレーム１８との間に適用される。
【０１６４】
　そのような建築物は、どのような占有建物にも使用可能である。それは、高い層のアパ
ートに積み重ねられることが可能であり、あるいは、支持された宿泊施設あるいは大きな
空間に使用することが可能で、それにより、フレームの形及び／あるいはポッドは変化す
るかもしれないが、窓の結合の詳細と他の特徴は、依然として効果的であろう。
【０１６５】
　これらの要素の使用により、パッシブハウスあるいは建築物は、特別な建設用地のため
に、パネル、フレーム部材、窓及びドア、接続の詳細、連続的な断熱、熱ブリッジの除去
あるいは最小化、気密性、換気装置などの設計がされ建設されるであろう。これらの要素
の特徴あるいは特性、建築システムへの要素の集積は、ＰＨＰＰあるいは他の建築物理計
算ソフトあるいはプログラムにより、パッシブハウスの建築物の外形の早い建築のための
ベースモデルを提供するために、事前評価される。そのような計算ソフトあるいはプログ
ラムを、特別に計画された建築物の立地、向き、気候、背景、サイズ、建築物の形状を含
む特徴的な特性に使用することにより、建築物のエネルギー使用が予測され、設計が最適
化され、建設の後のエネルギー使用を最小限にするように適用される。
【０１６６】
　事前評価された部品及び連結の詳細を有し、断熱性能について事前評価された設計は、
接続方法の変更及び内部のしっくいあるいは内装あるいは他の層を必要とすることなく、
それぞれの材料の要素を保持し、それらの特性を変化させつつ、細部において適合され変
化されることが可能である。変化は、パネルの深さ、窓ガラスの構造、窓の位置及びサイ
ズを含むかもしれない。適合及び変化は、パッシブハウスの設計者あるいはコンサルタン
トにより採用されるＰＨＰＰ、あるいは、他の建築物理計算ソフト、建築物のエネルギー
使用性能をモデル化したり、予測するために工夫されたプログラムの使用により達成され
るかもしれない。そのような計算ソフトあるいはプログラムは、パッシブハウス標準に性
能を最適化するように、建築物の立地、気候、向き、サイズ、形状などの独自の変数の影
響を計算し、建築物の設計施工の適合を促進するであろう。この設計システムは、それぞ
れの特定の建築物に素早く採用されるであろう独自の工業的解決策の使用により、高性能
でエネルギー消費の少ない建築物をそれぞれの立地に対して身近なものとする。
【０１６７】
　また、配線と電気ケーブルおよびデータケーブルの継続的な保守は、建築物の寿命の間
の配線の交換及び修理のためのアクセス性と同様に、家の継続的な寿命における経済性を
確保するために考えられなければならない。それは、配線がサンドウィッチパネルに埋め
込まれている部分では、継続的な保守が難しく、コストがかかるであろう。
【０１６８】
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　図１９～図２１を参照すると、屋根及び壁パネル８０，８２と壁及び床パネル８０，８
４の間のジョイントが示されており、そこでは、パネル８０，８２，８４の表面９４が金
属で作られていることが示されている。図１９～図２１は、２つの溝８６が形成されてい
るサンドウィッチパネルの内表面９４の部分を示している。それぞれの溝８６は、比較的
狭く、２ｍｍ幅程度であるが、例えば１ｍｍ～５ｍｍの幅であってもよい。
【０１６９】
　溝８６は、厚さ５０ｍｍのパネルに対して、典型的には２ｍｍ～４６ｍｍの範囲の間隔
を隔てて（例えば８０ｍｍ～１５０ｍｍのように変化するパネルの厚みに対して比例した
通路の間隔を有し）概略平行で互いに隣接している。一般的には、溝８６の間の間隔は、
隣接したパネルの断熱層８８の厚さに依存し、そのため、その間隔は、溝８６の幅と間隔
を合わせた全幅が隣接するパネルの断熱層の厚さを超えず、両方のパネルの断熱層８８に
より溝８６が包囲されるように、設定されている。例えば、図１９では、壁パネル８２の
溝８６の全体幅は、床パネル８４の断熱層８８の幅よりも小さく、溝８６は、壁パネル８
２と床パネル８４の断熱層８８内にサンドイッチされている。しかし、もし、パネルの溝
８６，８７が隣接する部品あるいはパネルの断熱層と位置合わせされない場合、溝は、壁
と床、あるいは壁と屋根のジョイントに隣接して外部に位置されることも可能である。そ
のような場合、パネルの露出した溝の上に追加の断熱を配置することにより、その溝は断
熱を維持することができる。
【０１７０】
　図１９は、また、１０ｍｍの幅で、ただし例えば、５ｍｍ～１２ｍｍの幅であり得る単
独の溝８７がサンドウィッチパネル８０に設けられている、サンドウィッチパネル８０の
内表面９４の部分を示している。その単独の溝は、屋根パネル８０に適用されることに限
定されず、図１９及び図２１の壁パネルにも適用可能である。
【０１７１】
　通常、表面９４の溝８６あるいは溝８７を除いた部分は、建築物の内部９０と建築物の
外部９２を、金属の連続的な部分で接続し、それにより、建築物に入るあるいは出ていく
熱ブリッジを形成する。それらの溝８６，８７は、表面９４のその部分の通常は溝８６，
８７を横切る方向の熱伝達を防止し、建築物の内部９０と建築物の外部９４の間のどのよ
うな熱交換も低下あるいは防止させる。
【０１７２】
　ドイツのダルムシュタットに本拠地を置く、国際パッシブハウス研究所により公布され
た「パッシブハウス標準」のようなエネルギー効率の良い建築物を設計するための一つの
重要なシステムでは、熱ブリッジが計算され、"rate of heat flow per degree tempertu
re difference per unit length of the thermal bridge"(www.leedsmet.ac.uk)（「熱ブ
リッジの単位長さあたり、温度変化あたりの熱フロー比率」）に基づいて値が評価される
。それは、"watts per square metre of surface area for a temperature gradient of 
one Kelvin per metre thickness"、あるいはＷ／ｍＫで表される。０．０１Ｗ／ｍＫの
熱ブリッジの値は、建築物のエネルギー効率を計算する目的に対しては無視できる値とみ
なされている。もし、これが不可能であれば、その値をより低くすることがより好ましい
。
【０１７３】
　サンプルの接続構造の熱ブリッジを計算するために、通常の表面が鉄のサンドウィッチ
パネルが、ソフトウェアを用いてモデル化されることができ、そのような接続構造は、パ
ッシブハウス標準に準拠するエネルギー建築設計に許容されるには高すぎる値である０．
２７あるいはそれより高い値の熱ブリッジを形成し得る。１つの狭い溝を有するサンプル
のジョイントをモデル化したものは、サンドウィッチパネルと他の部品の間のジョイント
において、熱ブリッジの値を低減することができる。しかし、２つ以上の狭い分離された
２～４ｍｍ程度の溝を有するパネルの金属表面と、建築物の他の部品との間のサンプルの
ジョイントは、熱ブリッジソフトウェアを用いてモデル化した時、計算された熱ブリッジ
の値がゼロになるという驚くべき結果を生成した。これは、１つの最適な結果である。５
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ｍｍ～１２ｍｍ程度の比較的広い通路は、また同様な熱伝達の低下を生じさせることが期
待される。
【０１７４】
　溝８６，８７を有する内表面９４の部分は、屋根、壁あるいは床パネル８０，８２，８
４のようなパネルの断熱層８８に接して位置決めされる。そのため、溝８６，８７を有す
る内表面９４の部分は、互いに垂直な断熱サンドウィッチパネル８０，８２，８４の間で
断熱層８８により包囲される。互いに垂直なパネル８０，８２，８４の場合の、溝８６，
８７のための位置が、中括弧１００で示されている。
【０１７５】
　屋根パネル８０の場合、溝８６，８７は、パネル９４の内表面９４の上で、壁パネル８
２の上の断熱層８８内に位置付けられ、垂直パネルが中括弧１００の位置で接続されると
き、溝８６，８７が提供される。屋根パネル８０が、断熱層８８を通り越して建築物の外
部９２に突き出すように、壁パネル８２の上に置かれるとき、２つの溝８６あるいは溝８
７は、壁パネル８２の内表面９４と壁パネル８２の外表面９６の間に位置決めされる。こ
れは図１９及び図２０に示されている。
【０１７６】
　壁パネル８２の場合、溝８６は、パネル８２の内表面９４の、壁パネル８２に床パネル
８４が突き当たる断熱層８８の中に位置決めされる。それは、壁パネル８２の中の２つの
溝８６が、床パネル８４と中括弧で示される１００の位置で接続されるように、断熱床パ
ネル８４の上端よりも低く、断熱床パネル８４の下端よりも高い位置に位置決めされなけ
ればならないということである。２つの溝８６は、床パネル８４の内表面９４と床パネル
３の外表面９６の間に位置決めされなければならない。２つの溝８６は、床パネルと壁パ
ネル８２，８４の間のジョイント内に配置されるが、単独の溝８７が同様にそのジョイン
トに配置されてもよい。
【０１７７】
　図１９～図２１が、屋根パネルと壁パネル８０，８２、及び床パネルと壁パネル８２，
８４の間のジョイントでの熱伝達を阻止するために、パネルの表面に２つの溝８６あるい
は単一の溝８７を配置する応用について説明する一方、熱伝達を阻止するためにパネルの
表面の部分に溝を提供することは、パネル８０，８２，８４の内表面９４の部分と、窓、
他のサンドウィッチパネル、ドアなどの建築物の他の部品とのジョイントあるいは接続部
、あるいは角部を構成するためにパネルが建築物の部品に突き当たる部分などにも同様に
適用可能である。
【０１７８】
　図２２に示されるようなまた別の足場は、断熱層８８の内部に床構造６７，８４を持つ
ことを建築物１０に提供する。断熱層８８は、床内の鉄の根太１０２の下に配置され得る
断熱層６７，８４の隣に垂直に配置されることができる。鉄の根太１０２は、この鉄の根
太１０２を地面に接続された足場１７に溶接あるいはボルト締めすることで、最少のピン
あるいはボルト１０１で固定されることができる。代わりの足場構造（不図示）は、鉄の
根太１０２を、断熱された床層６７，８４の下に配置する構造を提供し、その場合は、鉄
の根太１０２と断熱された建築物の外形内の鉄フレーム１８との間の接続は、断熱材とと
もに断熱され、もし高い圧縮強度が必要とされる場合には、断熱された建築物の外形内の
鉄フレーム１８とその下の根太１０２の間に、Foamglas（登録商標）あるいはTarecpir（
登録商標）を取り付けることができる。
【０１７９】
　このようにして、建築物１０は持ち上げられることができ、必要な場合は、移動される
ことができる。床６７，８４を介しての熱ブリッジは、最小限にされる。
【０１８０】
　もし、建築物１０が移動可能ならば、建築物１０は、パネル８０，８２，８４を一緒に
リベット止めすることで構造的強度を保持するために十分に小さくされると思われるので
、工業的な計算により、鉄フレーム１８の大きさは、内部的に削減されるであろう。この



(24) JP 6751389 B2 2020.9.2

10

20

30

構造は、空気の漏れのリスクをさらに削減し、コストをさらに低下させるであろう。
【０１８１】
　本発明の各種の実施形態を上記で説明したが、それらは単なる例として提示されたもの
であり、本発明はそれに限定されるものではないことが理解されるべきである。当業者に
とっては、発明の範囲及び主旨から離れることなく、各種の変更、修正、改良が可能であ
ることは明らかである。したがって、本発明は、上記で説明した典型的な実施形態のいず
れにも限定されるべきものではない。特に、本発明の好適な実施形態は、パネルに１つま
たは２つの溝が配置されることを説明したが、低い熱ブリッジの値の断熱を提供するため
に、３つ以上の溝が配置されることができ、それらの幅や間隔も変更されることができる
ことが当業者には可能であることが理解されるべきである。
【０１８２】
　本明細書及び添付されたクレームを通して、ことわりがない限り、「備える」、「有す
る」、「含む」という言葉は、複数の整数あるいはステップの中の説明した整数あるいは
ステップあるいはグループを含むということであり、他の整数あるいはステップあるいは
整数またはステップのグループを排除するものではない。
【０１８３】
　本明細書の中での、どのような従来の刊行物（あるいはそれから得られる情報）、ある
いは公知のどのような事柄に対する参照も、それらの従来の刊行物（あるいはそれから得
られる情報）あるいは公知の事柄が、本発明が関係する努力の分野において、一般的な知
識の一部を構成する種類のものであると解釈されるべきではない。
【符号の説明】
【０１８４】
１０：建築物、１２：厚板、１６：支持支柱、１７：足場、１８：フレーム、１９：開口
、２０：事前組み立てされたフレーム、２２：梁、２４：梁、２８：厚板の縁、２９：支
持連接部、３０：繰り返し可能なポッド、３２：廊下、３４：結合梁、３５：屋根パネル
、３６：断熱サンドウィッチパネル、３７：パネルの底部、４０：パネルの外面、４１：
建築物の外面、６０：断熱充填材量、６２：防水板、６４：窓あるいはドアフレーム、６
５：窓ガラス、６６：ドア、６７：断熱された床、６８：床材、７０：固定具、７２：ブ
ラインド／シャッタ、７３：チューブ照明、７４：固定照明、７５：ペンダントあるいは
釣りかけ式照明、７６：固定あるいは可動アーム、７７：堅い断熱ピース、７８：断熱発
泡体テープ、８０：屋根パネル、８２：壁パネル、８４：床パネル、８６：溝、４２：パ
ネルの内表面、４３：建築物の内部、４４：断熱層、４６：配線、４８：水平通路、５０
：垂直通路、５２：穴、５４：電源部及びスイッチ、５６：パネル端部、８７：単一溝、
８８：断熱層、９０：建築物内部、９２：建築物外部、９４：パネルの内面、９６：パネ
ルの外面、９８：矢印で示す接続屋根、１００：中括弧、１０１：ピン／ボルト、１０２
：ジョイント
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【図１０Ａ】 【図１０Ｂ】

【図１１】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８Ａ】 【図１８Ｂ】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】
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